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.The Cat Fanciers’ Association, Inc
ジャッジングプログラムルール

年 月１日施行（ 年６月改訂）2001 10 2003
下線部分は変更点

この規則は 年 月 日まで有効。 年１月１日現( 2004 12 31 2005
在で、インターナショナル・ディビジョン・ジャッジング・プロ

グラム・ルールは、その時に有効な、このジャッジング・プ

ログラム・ルールに復帰する。 年 月 日現在でそ2004 12 31
のプログラムにおけるアプレンティス、アプルーバル・ペン

ディングのジャッジは規制条項免除で資格を得るだろう、

すなわち、そのジャッジはアプルーブドの資格に昇格する

まで、 年 月 日現在のインターナショナル・ディビジ2004 12 31
ョンの規則に従う事になる。）

第１章
定義

才かそれ以上アプリカント（ ：申請者APPLICANT ). 21
で、 ジャッジング・プログラム申請用紙と費用をジャッCFA
ジッング・プログラム・コミッティーのセクレタリーに提出して

いる個人。

アプリカントで、エグゼクティブ・ボトレイニー(TRAINEE).
ードで 以上の賛成票で、ジャッジッング・プログラムに2/3
受け入れられた者で、アプレンティス・ ジャッジの地位に

昇格するための考慮の前に、ブリード ディビジョン カラ/
ークラスの評価技法の練習を行っている者。

ブリーアプレンティス・ジャッジ(APPRENTICE JUDGE).
ド ディビジョン カラークラスの審査技法の全ての課題を/
申し分なく成し遂げ、エグゼクティブ・ボードで 以上の2/3
賛成票で、アプレンティス・ジャッジの地位へ昇格したジャ

ッジ。

(APPROVALアプルーバル・ペンディング・ジャッジ

アプレンティス・ジャッジとして、申しPENDING JUDGE).
分なく全ての要求項目を成し遂げ、エグゼクティブ・ボード

で 以上の賛成票で、アプルーバル・ペンディング・ジャ2/3
ッジの地位へ昇格したジャッジ。

アプルーアプルーブド・ジャッジ(APPROVED JUDGE).
バル・ペンディング・ジャッジとして、申し分なく全ての要求

項目を成し遂げ、エグゼクティブ・ボードで 以上の賛成2/3
票で、アプルーブドジャッジの地位へ昇格したジャッジ。

(SINGLEシングル・スペシャリティー・ジャッジ

オール ・ロングヘアー・スペシャSPECIALTY JUDGE).
リティー・ショー（またはその一部）か、オール・ショートヘア

ー・スペシャリティー・ショー（またはその一部）のいずれか

で審査する事を認められているジャッジ。しかし、両方とも

の審査は出来ない。

(ANY SPECIALTYエニー・スペシャリティー・ジャッジ

ロングヘアー・スペシャリティー・ショーとショーJUDGE).
トヘアー・スペシャリティー・ショーの両方、もしくはそのい

ずれか一方か、両方のどのような部分ででも、審査する事

が認められているジャッジ。

オールオールブリード・ジャッジ(ALLBREED JUDGE).
ブリードショーを含む、あらゆるタイプのショー、またはその

一部で審査する事を認められているジャッジ。

PROBATIONARYプロベーショナリー・ステータス（

エグゼクティブ・ボードによりトレSTATUS ).：見習い状態

イニーとして受け入れられている個人や、アプレンティスジ

ャッジ、リコンシダレーション・ステータスの者が、予告や説

明なく、エグゼクティブ・ボードの 以上の賛成票により、2/3
落とされる可能性がある期間。

リーブ・オブ・アブセンス ：欠席許(LEAVE OF ABSENCE
)可

審査活動をしない期間で１年を越えない。リーブ・オA.
ブ・アブセンスはそのジャッジか、ジャッジング・プログラ

ム・コミッティーの要求により、エグゼクティブ・ボードに

より承諾される。

医療上の理由によるリーブ・オブ・アブセンスはそのB.
ジャッジによる要求があった場合に、ジャッジング・プロ

グラム・コミッティー、またはエグゼクティブ・ボードの判

断により、承諾される。

５年間、医療上の理由で欠席状態にあるジャッジは、自

動的にジャッジング・プログラムから引退する事になる。

リフレッシャー・コース（ ：補習コREFRESHER COURSE
以前 ジャッジであった者、今現在の ジース）. CFA CFA

ャッジで審査の舞台から欠席していた者のためのコース。

このコースはそのジャッジが猫種の知識や技能を更新し、

進歩できるようデザインされている。アプルーブド・オール

ブリード・ジャッジの指導下で審査法が伝授される。評価

表が監督者であるジャッジにより仕上げられ、ジャッジン

グ・プログラム・コミッティーに送り返される。ジャッジング・

プログラム・コミッティーはこれらの報告を再検討し、エグ

ゼクティブ・ボードへの勧告状を作成する。リフレッシャー・

コースを申し分なく成し遂げたそのジャッジの地位は、エグ

ゼクティブ・ボードの 以上の賛成票で決定される。カラ2/3
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ークラス ソロクラスの数は監督者であるジャッジにより、提/
出された評価に基づき決められる。

(RECONSIDERATIONリコンシダレーション・ステータス

以前にライセンスを取得してSTATUS ).：再考慮の状態

いた のジャッジで、エグゼクティブ・ボードのCFA
以上の賛成票によりジャッジング・プログラムに受け入2/3
れられ、リフレッシャー・コースを受講中の者。

第２章
ジャッジング・プログラムへの最初の申請

最初の申請のための正式な必要条件A.

アプリカントは少なくとも 才以上でなければならな1. 21
い。

ジャッジッングプログラムへの申請のための全ての2.
必要条件は、その申請がジャッジング・プログラム・コミ

ッティーにより日付を記し、ファイルされる申請時に満た

されていなければならない。

アプリカントはシングルス・ペシャリティーか、もし、第3.
２章の と８項の必要条件が両スペシャリティーに対A.7
して、等しく満たされているならば、ダブル・スペシャリテ

ィーに申請することができる（しかし、それを推奨するも

のではない）。もし、そうするのであれば、申請料は２倍

である。

アプリカントは最低でも、申請の少なくとも３ヶ月前ま4.
でに、サーティファイド・クラークの資格を持っていなけ

ればならない。これに加えて、アプリカントは３回の間違

いのないマスター・クラークとしての任務を成し遂げて

いなければならない。

アプリカントは少なくとも 年間、 に登録され5. 10 CFA
たキャッテリー・ネームを持っていなければならない。イ

FIFe,ンターナショナル・ディビジョンのアプリカントは、

または独立した協会のいずれかに、７年間登録GCCF
されており、その７年のうち少なくとも４年間、 に登CFA
録されているキャッテリーを持っていなければならない。

キャッテリー登録の写しが用意されなければならない。

アプリカントは、少なくとも一つの メンバーであ6. CFA
るクラブからの、５年以上クラブメンバーとして積極的に、

継続して参与していることを証言する手紙を、提出しな

ければならない。その手紙はそのクラブの会長とセクレ

タリーのサインがなければならない。アプリカントがこれ

らの役職の一つに就いている場合は、その他のクラブ

役員がサインしなければならない。（アプリカントの転居

はエグゼクティブ・ボードにより考慮される。）クラブでの

活動の、詳細で具体的な要約が提出されなければなら

ない。ショーマネージャーまたはショーセクレタリーとし

ての経験が推奨される。

ジャッジング・プログラムへの最初の参入で、フ7. CFA
ァースト・スペシャリティーのために、アプリカントは以下

の要求項目に合致していなければならない：

年の継続した繁殖経験。詳細な繁殖経験の要1. 10
約が提出されなければならない。

アプリカントの最初の所有し繁殖したリター登録で2.
の、その生年月日が提出されなけらばならない。（ア

プリカントの所有キャッテリー名のある、実際の登録

のコピーが提出されなければならない。）

申請は、相当するスペシャリティーでのアプリカントの最

初の登録リターの生年月日から 年より早くに、受10
け付けられることはない。

出陳 アプリカントは相当するスペシャリティーにお8. a. :
10 CFAいて、少なくとも自分自身が繁殖した 頭の猫を

グランド・チャンピオン グランド・プレミアの地位になるま/
で、出陳していなければならない。エージェントを含めた

詳細で具体的な出陳経験の要約が、申請の一部として

提出されなければならない。アプリカントは自分が申請

するスペシャリティーで、自分の主となる猫種に加えて、

一つかそれ以上の猫種を出陳する事を含む経験を持

たなければならない。アプリカントはこれらの活動に関

して、詳細で具体的な情報を添えることが望ましい。

アプリカントは相当するスペシャリティーで、以下にあb.
る表から、 ポイントを得る範囲まで猫を繁殖するか、15
またはショーに出している事が要求される。得点の１セ

ットだけが１頭の猫あたり、認められる（例：同じ猫の

と は、この２つの勝利のうちの、より高いものNW RW
に対してだけ、算定される、この場合、それは８ポイント

である。）

ナショナル・ウイナー（ ）．．．８点NW
ナショナル・ベスト・オブ・ブリード．．．７点

リジョナル・ウイナー（ ）．．．５点RW
ディスティングイッシュド・メリット（ ）．．．５点DM
セカンド・ベスト・ブリード（ナショナル）．．．４点

サード・ベスト。ブリード（ナショナル）．．．３点

グランド・チャンピオン グランド・プレミア ．．．１点/ *
（５点を上限とする；これらは上記の上記の８項に参照*
されている、 グランドチャンピオン グランドプレミアに10 /
加えてである。）

Ａ項（ 頭のグランド・チャンピオン グランド・プレミアを10 /
示す）とＢ項（ ポイントの蓄積を示す）からなる、得点15
表が完成され、最初の申請とともに、ジャッジング・プロ

グラム・コミッティーに提出される。

追加的経験：キャッテリー訪問 エージェンティング。c. /
ロングヘアーへのアプリカントは、最少５つのキャッテリ

ー訪問報告書を提出しなければならない。ショートヘア

ーへのアプリカントは、最少７つのキャッテリー訪問報

告書を提出しなければならない。どちらの場合も、多様

な猫種であることが推奨される。訪問キャッテリーの所
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有者は、見学の対象となった猫種のブリード・カウンシ

ルに属していなければならない。エージェンティングの

書式（エージェント出陳猫の所有者のサインがある）は、

出陳要約の一部である。その猫をショーに連れて行き、

ショーでその猫をグルーミングし、ショーの夜はその猫

の世話をし、その猫をリングに連れて行き、リングから

下げること、といった、その猫の完全な世話と管理が必

要とされる。もし可能なら、エージェントはその猫のショ

ーの前の入浴とグルーミングも請け負わなければなら

ない。

そのアプリカントが行った申請相当するスペシャリテ9.
ィーのための ブリード・アウエアニス・アンド・オリCFA
エンテーション・スクールに参加することが要求される。

合衆国大陸とカナダからのアプリカントは少なくとも10.
自分のリジョンの外の２つのリジョンでの出陳経験を持

たなければならない。

アプリカントは、猫愛好者たちと、その人の地域社11.
会の両方で評判がよくなければならない。

アプリカントは スタンダード、 ショールー12. CFA CFA
ルとジャッジッング・プログラム・ルールを完全に理解し

ていなければならない。

と類似した目的で組織された団体のメンバー13. CFA
や、何らかの形でその組織に関連しているアプリカント

は、 ジャッジング・プログラムへのその人の参入CFA
後、１５日以内に、そのようなものからの離れたことの

CFA証拠を添えることが望まれる。今後、その人は、

のジャッジング・プログラムにいる間は、そのようなどの

団体にも参加してはならない。

他の団体のジャッジであるか、ジャッジであったアプリカ

ントは、その個々人の背景にある、その人の前団体で

のクラブ員であったこと、繁殖経験、 ジャッジング・CFA
プログラムで必要とされる事項に該当する受賞歴に関

する経験に基づいて、考慮がなされる。第２章 項にA.4
述べられているように、 クラーキングの要求事項CFA
に合致することは、他団体のジャッジにより、申請がそ

のような他の団体から、 ジャッジング・プログラムCFA
へなされる前に必要とされる。

と類似した団体から来るオールブリード・ジャッジCFA
は、最小としてセカンド・スペシャリティー・トレイニーの

ために置かれている現在のカラークラスの要求事項に

合致していなければならない。パフォーマンスに基づい

て、追加の授業が必要とされるだろう。

以下は と他の世界的な団体からの、正規の14. FIFe
ジャッジング・プログラムに参加したいと願うジャッCFA

ジのための、必要事項のリストである。個々人の資格

に基づいて、そのアプリカントは、受け入れられるが、ア

プルーバル・ペンディングより高い地位に受け入れられ

ることはない。そのアプリカントが十分な期間オールブ

リード・ジャッジである場合は、そのアプリカントは アプ

ルーバル・ペンディング、もしくは、両スペシャリティーの

アプルーバル・ペンディングとして考慮される。これらの

必要事項は最初の申請に対し適応されるものであって、

現時点でのエニー・スペシャリティーには適応されない

第７章、ＢとＣ項参照 。他の団体からの等価なタイト[ ]
ルは 年 月 日まで受け入れられるだろう。ダ2004 12 31
ブル・スペシャリティーへのアプリカントは両スペシャリ

ティーに対し、８項の必要事項に合致しなけれなならな

い。

７年間の登録キャッテリー1.
のグランドに相当するグランドの必要性2. CFA

サーティファイド・リング・クラークの資格3.
そのジャッジが申請する スペシャリティーにお4. CFA
ける猫の認可

ジャッジング・ブリード・アウエアニス・アンド・オ5. CFA
リエンテーションスクールへの参加

のゲストジャッジを７回行う6. CFA
ジャッジング・ブリード・アウエアニス・アンド・オ7. CFA

リエンテーションスクールまたは ジャッジング・ワCFA
ークショップにその最初の評価訓練の間に参加しなけ

ればならない。

最初の申請のための公式ではない必要事項B.

完全なジャッジであるためには、必要なスタンダードとメ

カニクスの知識に加えて、多くの事が必要である。能力

と性格ということにおいて、

申請がなされたスペシャリティーを包括する猫種の1.
ハンドリングに関する知識と技術。その猫に相対すると

き、それぞれが、最も好ましく反応するようにするため

には、猫種間に微妙な差異がある。

忍耐強さと、内的な、または外的なストレスと妨害の2.
下、神経質な猫を安心させるような、落ち着いた態度を

維持する能力。

横柄さのない自信3.

人と猫の両方に対し、どのような状況にあろうと、感4.
情と気分を制御する能力。

しっかりした、論理的な決断に到達し、迷いや、自分5.
を疑うことなく、その決断を変えない能力。

個人的な好みと偏見を除き、それぞれの競技参加猫6.
に対し、ただ単に、現在の スタンダードに基づいCFA
て審査する能力。

審査リングを完全な制御下に置く能力、一方では、7.
同時にそのリングでの働く人々と一致して、調和を維持

する能力。

起こりうる不愉快な雰囲気や、見物人からのコメント8.
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に直面しても、平静さを持ち続ける能力。

思慮のあるショーマンシップのための能力、それは9.
観衆の注目を引きつけ続ける事が出来、一方、同時に、

完全に威厳を保ちつつ、ショーの根拠である猫が、注

目の焦点となるようにし、それにより、全ての猫に興味

がもたれるようにすることである。いつも、脚光を得なけ

ればならないのは、猫である。

の名誉となるジャッジのために、決してそれで全てとCFA
いうわけではないが、無形の必要条件が幾つかある。エグ

ゼクティブ・ボードは、メンバーであるクラブ、 のショCFA
ーの出陳者、このようなショーに参加するために入場料を

払っている人々に対し、 ジャッジの称号をゆだねるとCFA
いうライセンシングについて、とても注意深く選択しなけれ

ばならない責務があることを、厳格に自覚している。

これらの無形の必要事項の多くは、 が誇りとする事CFA
ができるジャッジを作るもので、天性のものであり、その他

にも。学んで身につけられるだろう必要事項もある。いくつ

かは、猫の全ての種類に広く接し、深い興味を持つことを

CFA必要とし、短かすぎる時間で学び得ることではない。

のジャッジになりたいと望む人はそれぞれ、ジャッジング・

プログラムに申請をする前に、その望みに充分に献身し、

自分が参加猫をショーリングで審査することを望まれたと

して、客観的に、自分自身の今現在の審査する事に対す

る潜在能力を見渡し、審査する事に対しての責任を負う用

意が出来たと、自分自身が絶対的確信するまで申請を待

つよう、自己を律することが望まれる。もしその申請が時

期尚早になされた場合には、ジャッジング・プログラムへ受

け入れられたアプリカントはそれぞれ、多くの人々にとって

は、浪費されてしまう多くの時間と努力を受けとるだけの

者となってしまう。

第３章
最初と２番目のスペシャリティー申請の仕組み

最初の申請

ジャッジング・プログラムへの入会を申請を希望すA. CFA
る個人は、申請書を入手するために、ジャッジング・プログ

ラム・コミッティーに手紙を書く。ジャッジング・プログラムに

関し、適用するルールと規約のコピーが、それらを要求し

たそれぞれの個人に送られてくる。

アプリカントになろうとする者が、自分がジャッジング・プB.
ログラムへの参加許可を得ようとするために十分に資格

があると思うなら、申請書を２部仕上げる。オリジナル（白

い用紙）は、ジャッジング・プログラム・コミッティー・デザイ

ニー（被指名者）へ添付書類とともに送りかえさなければ

ならない。２枚目の写し（黄色の用紙）は、そのアプリカント

が属するリジョンのディレクターへ送られなければならない。

インターナショナル・ディビジョンのアプリカントは、２枚目

の写し（黄色の用紙）をインターナショナル・ディビジョン議

長に送る。該当するリジョナル・ディレクターまたは、インタ

ーナショナル・ディビジョン議長は、そのアプリカントが送っ

てきた申請書の黄色の用紙に署名し、それを直接ジャッジ

ング・プログラム・コミッティー・デザイニーに送付する。

アプリカントの最近のカラー写真と、ザ・キャット・ファンC.
シャーズ・アソシエーション宛への合衆国通貨で支払い可

能な小切手か為替を、要求さる申請料（申請書に同封され

てくる手紙に記載されている）として、ジャッジング・プログ

ラム・コミッティーへ送られる、いずれの申請にも添えなけ

ればならない。アプリカントがジャッジング・プログラムへの

参加許可を得られなかった場合は、 の払い戻し料が50%
に保留される。しかしながら、そのようなアプリカントCFA

は１年経過した後に、そのプログラムへの参加許可のため

に再申請する事が出来る。再申請は、その時現在の、全

申請料が必要である。

アプリカントがその申請を、申請書にある日付の 日D. 30
以内に撤回しようと望む場合は、その者はそれをする事が

でき、その申請料は返還される。その様なアプリカントによ

る、再度の申請が受け入れられるためには、その後１年が

経過していなければならない。

アプリカントがこのプログラムに受け入れられた場合、E.
その申請料は、そのアプリカントがアプルーブド・ジャッジ

の地位に昇格するまでの間の活動のための の費用CFA
の一部分に充てられるだろう。

オールブリード・ジャッジへの申請は受理されない。F.

推薦状：G.
アプリカントは、その者の猫を愛好することに対して1.
の活動がよく知られ、高く評価されており、ジャッジン

グ・プログラムへ参入したいという、その者の意志を表

明した場合に、個々のクラブや個人個人が、負担感を

もたらすような圧力なく、自発的に推薦状を送りたいと

望む事が、期待される。現在資格を持つ のジャッCFA
ジと のボードのメンバーに申請の必要条項を満たCFA
すために、好ましい人物評を提出するよう懇願してはな

らない。

少なくとも３通の クラブの正式な推薦状が必要2. CFA
であり、少なくともその２つは、エグゼクティブ・ボードに

よる受諾のためのアプリカントの審査の日より前、 ヶ24
月以内に、 のショーを開催したクラブのものでなCFA
ければならない。クラブの推薦状は定期的に予定され

ている、そのクラブの会議で討議されなければならず、

その会議の議事録に記録されていなければならず、そ

のクラブの会長とセクレタリーのサインがなくてはならな

い。アプリカントがこれらの役職の１つに就いているなら、

もう１人のクラブ役員がサインしなければならない。これ

らの手紙はジャッジング・プログラム・コミッティーに直接

送られ、秘密でなければならない。

１つの出所から生じた複数の推薦状は１つの推薦状3.
として処理される。
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個人に関する推薦の手紙（少なくとも３通必要）は、4.
ジャッジング・プログラム・コミッティーに直接送られ、秘

密でなければならない。推薦の手紙、またはそこからの

写しはアプリカントに送られてはならないし、アプリカン

トが推薦状のどのような事前閲覧をも頼むことはできな

い。

最初の申請のための全ての必要事項をジャッジン5.
グ・プログラム・コミッティーが、その会議の６ヶ月より前

に受け取った時は、 のアルマナックの続いた２つCFA
の号にそのアプリカントの名前のリストが掲載される。

そのうちの１つははメンバー・エディションでなければな

らない。その後、その申請は、そのまま、エグゼクティ

ブ・ボードにボード・ミーティングでの審査のために提出

される。ジャッジング・プログラム・コミッティーによる申

請書受理の期限は アルマナックの後ろにある、CFA
の予定表で見ることができる。CFA

その日付が公表されて１年以内に終えられない申請6.
は、活動的ではないとみなされる。そのようなアプリカン

トがジャッジング・プログラムに、その後の時点で参入

許可の申請を望む場合は、そのような申請は新たな申

請として処理され、その時点での申請料を（既に提出さ

れている料金に加えて）添えなければならない。署名さ

れ、反対意見が述べられた手紙は実証されなければな

らない、また、定例に予定されているエグゼクティブ・ボ

ード・ミーティングで の投票による、ジャッジング・プ2/3
ログラムへの参入許可のための、アプリカントの審査の

前、６週間以上前にジャッジング・プログラム・コミッティ

ーに受け取られていなければならない。

アプリカントはジャッジング・プログラム・コミッティー

に通告された、どのような反対意見の手紙に対しても、

書面での応答を用意する機会を与えられる。いずれの

反対意見の手紙も、書面での応答も、申請ファイルの

一部として、ボードに提出される。

” ”ジャッジング・プログラム・コミッティーは 推薦する

か 推薦しない の決定をアプリカントに通知する。 推” ” ”
薦しない の場合には、コミッティーは反対勧告の理由を”
知らせる。その時に、アプリカントは自分の申請を、好まし

いとされる勧告を得るために必要な作業が成し遂げられる

まで、保留する事が出来る。アプリカントがその申請を続

行し エグゼクティブ・ボードにより再検討されるよう望CFA
む場合は、推薦しない理由に対し意見し、反駁する手紙が、

その申請書の書類の中に含まれなければならない。

２番目のスペシャリティーへの申請

次のスペシャリティーへ進む事を望むアプルーバル・ペA.
ンディング・シングル・スペシャリティーのジャッジは、ジャッ

ジング・プログラム・アプリケーション申請書を仕上げる必

the Cat Fanciers'要はない。しかし、要求される申請料（

に宛てた 通貨で支払い可能な小切Association, Inc. U.S.
手か為替）をジャッジング・プログラム・コミッティーへ送付

しなければならず、２番目のスペシャリティーにおける、猫

種への労力と取り組みの概略を述べた文書を添えなけれ

ばならない。その文書には、キャッテリー訪問とエージェン

ティング（以下の追加的経験の項で概略は述べる）、ブリ

ード・セミナー、ジャッジ・ワークショップへの参加、テストの

点数、出陳とブリーディングの概略が含まれる。 ブリCFA
ード・アウエアニス・アンド・オリエンテーション・スクール

の相当するスペシャリティーへの参加が必要とされる。ア

プリカントは２番目のスペシャリティーを構成している全て

の猫種への技術的なその猫種の知識を持つ事が期待さ

れる。

キャッテリー訪問 エージェンティング。ロング追加的経験： /
ヘアーへのアプリカントは最低５つのキャッテリー訪問レポ

ートを提出しなければならない。ショートヘアーへのアプリ

カントは、最低７つのキャッテリー訪問レポートを提出しな

ければならない。いずれの場合にも、多種類の猫種である

ことが勧められる。その訪問キャッテリーのオーナーは、

見学の対象となった猫種のブリード・カウンシルに属してい

なければならない。エージェント出陳された猫のオーナー

のサインにより証明されたエージェント報告書は、文書を

含むものである。その猫の完全な世話と管理とは、その猫

をショーに連れて行くこと、そのショーでその猫をグルーミ

ングすること、そのショーの夜にアプリカントの世話のもと

にその猫を置くこと、その猫をリングに運び、下げることを

要求される。可能であるならば、そのエージェントはその猫

のショーの前の入浴とグルーミングをも任せられなければ

ならない。

２番目のスペシャリティーへの申請のための全ての文B.
書がジャッジング・プログラム・コミッティーに次のエグゼク

ティブ・ボードのミーティングの少なくとも６週間前に受け取

られたとき、その文書は審査のためにエグゼクティブ・ボー

ドへそのまま提出される。この期限は最初の申請のため

の６ヶ月の期限と同等に生じるものである。ジャッジング・

プログラム・コミッティーによる申請の受理のための期限は、

アルマナックの後ろにある 予定表で見いだされCFA CFA
るだろう。

” ” ”ジャッジング・プログラム・コミッティーは 推薦する か

推薦しない の決定をアプリカントに通知する。 推薦し” ”
ない の場合には、コミッティーは反対勧告の理由を知ら”
せる。その時に、アプリカントは自分の申請を、好ましいと

される勧告を得るために必要な作業が成し遂げられるま

で、保留する事が出来る。アプリカントがその申請を続行

し エグゼクティブ・ボードにより再検討されるよう望むCFA
場合は、推薦しない理由に対し意見し、反駁する手紙が、

その申請書の書類の中に含まれなければならない。

第４章
ジャッジング・プログラムへの受諾

それぞれのアプリカント（最初／２番目のスペシャリティA.
ー）の名前は、完成した全ての関連資料を含む必要とされ

る申請書が、ジャッジング・プログラム・コミッティーに受領

された後、（最初の申請に対しては）少なくとも６ヶ月以降

に開かれる、（２番目の申請に対しては、）６週間以降に開
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かれる、最初のミーティングで、 エグゼクティブ・ボーCFA
ドへ提出される。

必要項目を完成した上での受領昇格はエグゼクティB. /
ブ・ボードの記名投票による。全ての必要書類、関連資料、

ジャッジング・プログラム・コミッティーとエグゼクティブ・ボ

ードに有効とされた申請者に関する、その他の全ての適

切な情報がジャッジング・プログラム・コミッティーとエグゼ

クティブ・ボードにより審議された後、そのエグゼクティブ・

ボードに出席しているメンバーの 以上の賛成票が受2/3
領昇格のために必要とされる。/

リジョン内の同様な団体のジャッジやジャッジをC. CFA
続けている人物からの申請は、ジャッジング・プログラム・

コミッティーにより考慮がなされるだろう。全てのこのような

アプリカントは、その人々の背景が何であれ、定期に予定

されているエグゼクティブ・ミーティングにおいて、エグゼク

ティブ・ボードの投票によりジャッジング・プログラムに受け

入れられた時に、ブリード ディビジョン カラークラス評価/
表を完成させることで、その実力を立証することが要求さ

れる。同様な団体における審査経験が、アプリカントにど

んな特権も与えることはなく、５年間の クラブのメンCFA
バーであること、 年間の継続した繁殖経験、彼ら自身10
の繁殖での 頭のグランド・チャンピオン グランド・プレミ10 /
アをつくるまでの出陳、 点を蓄積する程度まで該当す15
るスペシャリティーでの繁殖、または、猫を出陳するという

必要条件 概要は第２章、 、 のごとく）は、先の団体( A 8.b.
で同様な成果を達成することで満たされる。アプレンティス、

アプルーバル・ペッンディングからアプルーブドへと引き続

く、完全な次の段階を、ジャッジング・プログラムに受け入

れられた全てのアプリカントは満たさなければならず、同

様な団体でそのアプリカントがどのくらい経験を持っていた

かはには依らない。

エグゼクティブ・ボードは、随意に特定の期間ジャD. CFA
ッジング・プログラムへの参加のためのアプリカントの受け

入れの緊急停止を告示することがある。

エグゼクティブ・ボードは、いかに強く推薦されようとも、E.
アプリカントが、スタンダード、ハンドリング技術の論理的、

または技術的知識を、その審査リングにおいて、実際的練

習に反映できるかどうかをを決定することはできない。こ

のような理由により、ジャッジング・プログラムへの参入は、

トレイニーの地位からで、その個人が、その能力を、このプ

ログラムの様々な状況において、ジャッジング・プログラ

ム・コミッティーとエグゼクティブ・ボードの満足のいくように

示した後にのみ、その個人は、より高い地位へと昇格する

だろう。どのような場合にも、このプログラムのどの段階も

省略されることはない。述べられた全ての要求項目は削

減できない最小の要求である。

アプリカントは、１度受け入れられると、エグゼクティブ・F.
ボードの参加メンバーの の不適切であるという投票に2/3
よるには以外、このプログラムから除外されることはない。

第５章
トレイニー

トレイニーのためのカラークラス ブリード ディビジョンA. - /
カラークラス評価

ジャッジング・プログラムに受け入れられたアプリカン1.
トは、トレイニーと称され、アプルーブド・ジャッジの監督

下で、ブリード ディビジョン カラークラスの評価の仕/
事をする資格がある。が、しかし、ジャッジング・プログ

ラムへの参入のために、その人物をトレイニーとして個

人的に推薦したアプルーブド・ジャッジを、監督として割

り当てられることはない。

トレイニーはクラブのショー・マネージャーから、その2.
ショーで、どのようなタイプのブリード ディビジョン カラ/
ークラスの評価であっても、練習することの許可を書面

で得ること。この書面はジャッジング・プログラム・トレイ

ニー・アドミニストレーター（ へ、そのショーの開JPTA)
催日の少なくとも３週間前までに、その指導任務につく

ジャッジの名前を添えて送られなければならない。

は、そのトレイニーにもっとも有益であろうと思わJPTA
れる、指導ジャッジを割り当てるだろう。トレイニーが同

一のショーで２人の監督ジャッジとともに、作業する事を

認定されたショーでは、一つのショー クラス分として、/
算定される。

トレイニーは、ツーデー・オールブリード・ショー、１日3.
のオール・ロングヘアー、または１日のオール・ショート

ヘアー・ショー、ツーデー・スペシャリティー・ショー（１日

はロングヘアーに、１日はショートヘアーに割り当てら

れている）、ワンデー・ショー、 これはオールブリードリ-
ングのみ、で参加する事が認められる。１人のトレイニ

ーだけがオール・ロングヘアーまたはオール・ショートヘ

アー・ワンデーショーに許るされ、ツーデー・オールブリ

ードショーでは、許されるトレイニーの数は２人までに制

限される。トレイニーは連続した週末でのトレーニング

4.c.評価を受けるスケジュールを立ててはならない（５章

項に記載された状況での例外がある）。ジャッジング・プ

ログラム・コミッティー の判断で、必要な場合には、/JPTA
カラークラスの目的で、１つの猫種が１人以上のトレイ

ニーに扱われることはないという規定に、例外が設けら

れることがある。ジャッジング・プログラム・コミッティー

は、どのトレイニーが、許可された形態での、ど/JPTA
のショーで働くこと対しても、ジャッジング・プログラム・

コミッティー の意見として、そのショーでの環境が、/JPTA
そのトレイニーの進歩を適切に助長するものではないと

した場合は、許可を拒む権限を保持している。

最初のスペシャリティーのトレイニーは、最低８回4. a)
のブリード／ディビジョン カラークラス評価を行うこと

が要求され、最後の３回については、単独クラスで行う

事が要求される。計５つのショーは、所属リジョンの外

か、または、その居住場所から少なくとも マイル以500
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上離れたところでなければならない。またそのショーは

大きな、完全なツーデーショーであることが強く推奨さ

れる。

２番目のスペシャリティーのジャッジは最少５回のブb)
リード ディビジョン カラークラス評価を行う事が要求さ/
れ、その最後の２回は単独クラスであることが要求され

る。計３つのショーは、所属リジョンの外か、または、そ

の居住場所から少なくとも マイル以上離れたところ500
でなければならない。またそのショーは大きな、完全な

ツー・デー・ショーであることが強く推奨される。

日本のトレイニーは合衆国で少なくとも２つのトレイc)
ニング授業を受けなければならない。それらの授業は

費用を最小にするために、１週間しか間が空いていなく

てもよい。最後の監督下のカラークラスと最初の単独ク

ラスであることが強く勧められる。インターナショナル・

ディビジョンからのロングヘアー・トレイニーは合衆国で

トレイニーをすることが推奨され、インターナショナル・

ディビジョンからのショートヘアー・トレイニーは合衆国

で練習することが必要とされる。トレイニーは連続した

週末にトレイニーをすることが許される。

トレイニーは、その個人がジャッジング・プログラムに5.
受け入れられた後の ジャッジズ・ワークショップにCFA
直ぐに参加することが推奨される。

トレイニーはその個人がカラー講習を受けるショーに6.
エントリーをしてはいけない。

トレイニーはその個人が指導ジャッジにより解散とさ7.
れるまでは、ショー・カタログに触れてはならない。

トレイニーは、そのジャッジの監督下で働くその日の8.
審査が始まる前に、指導ジャッジに自己紹介し、そのリ

ングでの全ての審査が完了するまで、または、指導ジ

ャッジにより解散とされるまで、そのジャッジとともに、い

なければならない。

トレイニーのための監督下でのカラー講習9.

指導ジャッジはジャッジング・プログラム・トレイニー・a)
アドミニストレーターの指導に沿って、そのトレイニーが

どのブリード ディビジョン カラークラスを審査するかを/
決定する。そのトレイニーが何のカラークラスを扱うか

が決まった時、そのジャッジはジャッジズ・スリップを公

式なジャッジズ・ブックから注意深くコピーし、トレイニー

の判定のために複製する。トレイニーはそのクラブにジ

ャッジッズ・ブックを用意するよう要求してもよく、クラブ

はそのトレイニーの要求を受けるだろう（しかし、それは

義務と言うわけではない）。

時間を節約し、出陳猫の過度のハンドリングを避けb)
るために、トレイニーは、それぞれの猫を、審査のため

に審査ケージから取り出し、その猫をジャッジッング・テ

ーブルに置くことが推奨される。指導ジャッジは、それ

ぞれの場合に、その猫を審査し、その間、トレイニーは

後ろに立って指導ジャッジによるハンドリングと技術を

観察する。指導ジャッジが審査を終えたのち、トレイニ

ーはその猫を審査し、その猫の審査ケージに戻す。こ

の手順は指導ジャッジの配慮で逆にしてもよい。指導ジ

ャッジによるリボンの取り扱いの前に、トレイニーは自

分のジャッジング・スリップにハンドリングした猫をマー

クし、個々の出陳猫へコメントし、適応される場合は、雄

と雌のカラークラスでの１位、２位、３位とウイナース（オ

ープンクラスの場合）、ベスト・カラーとセカンド・ベスト・

カラー、ブリード ディビジョンのベストとセカンドベスト、/
ブリード ディビジョンのベスト・チャンピオンを与える。こ/
れらの決定には、記入時に相談することなく、独立して

到達するものである。それそれの出陳猫はそのブリード、

カラーに対する スタンダードにより審査されなけCFA
ればならない。

その後、指導ジャッジはそのジャッジ自身の決定にc)
沿って全てのリボンをかける。トレイニーが書いた賞は、

指導ジャッジにより与えられた賞に公式に関係すること

はない。

ブリード ディビジョン カラークラス審査が指導ジャd) /
ッジとトレイニーの両方で終わった時、賞について個人

的に比較し議論するために話し合わなければならない。

トレイニーは３部複写のカラー・クラス・スリップを仕e)
上げ、１部を、そのショーで指導ジャッジに渡さなければ

ならない。残りの複写はジャッジング・プログラム・コミッ

ティーに、指導ジャッジのファイナルとトレーニングのた

めに用いたブリード ディビジョン・カラークラスを記入し/
たカタログを添えて、郵送しなければならない。トレイニ

ーは全ての ジャッジング書式の記入方法と使用CFA
方法を熟知している事が望まれる。これらの資料はショ

ーの後２日以内に郵送されなければならず、それは、そ

のトレイニーが次の予定されたカラークラス授業の前に、

その様な記録を使用することを知らされる機会をもつ事

を保証するためである。

トレイニーのためのソロ（単独で行う）カラークラス10.

トレイニーがジャッジング・プログラム・トレイニー・アa)
ドミニストレーターにより、より高度な仕事をする準備が

出来たと思われるに充分なカラークラスの回数をこなし、

満足のいく審査を行った後、そのトレイニーは指導ジャ

ッジとともにその監督下で、単独でカラークラスを行うよ

う指示されれる。指導ジャッジは、リングの外からそのト

レイニーが働くのを観察する。単独のクラスは２日間に

渡って行われることもあるが、しかしそのトレイニーは１

人の指導ジャッジとともにのみ、働くことが認められる。

指導ジャッジとジャッジング・プログラム・トレイニー・b)
アドミニストレーターはどのカラークラス、ブリードまたは

ディビジョンがそのトレイニーにより行われるかを決め

る。指導ジャッジは位置について出陳猫を審査し、自分

のジャッジブックにマークする。トレイニーのクラスはオ
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ープン、チャンピオンまたはグランドの地位としての分

類で印刷されている。そのトレイニーは次に、指導ジャ

ッジにリングへと呼ばれ、指導ジャッジは、観客席からト

レイニーが全体の審査をするのを観察する。トレイニー

は、適応される場合は、雄と雌のカラークラスでの１位、

２位、３位とウイナース（オープンクラスの場合）、ベスト

カラーとセカンドベストカラー、ブリード ディビジョンのベ/
ストとセカンド・ベスト、ブリード ディビジョンのベスト・チ/
ャンピオンを与える。リボン 永久使用リボンはそのジャ/
ッジのテーブルに用意されているものの中から使用す

る。トレイニーは自分の決定に従ってリボンをかけ、自

分のジャッジ・ブックに賞をマークする。トレイニーの審

査が完了後、トレイニーは自分が掛けたリボンを外し、

指導ジャッジはリングに戻り、公式なリボンを掛ける。ト

レイニーの与えた賞は公式なものではない。トレイニー

はショーの主催クラブにより用意されたリボン 永久使/
用リボンを使用する。指導ジャッジの裁量で、そのジャ

ッジは、トレイニーに上位５位 上位 位のファイナル/ 10
を準備し、執り行うことを要求することができる。

その後、指導ジャッジとトレイニー間での個人的な議c)
論がなされる。注意：トレイニーの審査と公式な審査の

での決定に幾つかの相違点がある事が考えられる。ト

レイニーは自分の決定に対する論理的な理由を示す事

が求められ、追加的にカラー・クラスの仕事をする事が

求められることがある。

指導ジャッジは、それぞれの場合ごとに、エバリュエーB.
ション・フォームに記入しサインし、その書式はジャッジン

グ・プログラム・コミッティーに郵送される。ジャッジは、その

書式に記載されている質問に答える事に加えて、トレイニ

ーの審査に対する評価の、目に見える側面と無形な側面

の両方について、適切なコメントをし、また、ジャッジが感じ

た、トレイニーの将来と、ジャッジング・プログラム・コミッテ

ィーがトレイニーの進歩に具体的な評価をする事の助けに

なるだろう助言をする事が求められる。エグゼクティブ・ボ

ードがこのプログラムからトレイニーを昇進させるか、延期

するか、落とすかどうかを決定しなければならない以前に、

ジャッジング・プログラム・コミッティーとエグゼクティブ・ボ

ードが、そのリングにおけるトレイニーのパフォーマンスに

出来るだけ多くの情報を持つ事が重要である。

トレイニーがハウス・フォールド・ペットを審査する場合C.
は、そのトレイニーは ショールールに記載されているCFA
よう払い戻しを受ける。

トレイニーは、審査の招待の可能性を議論したり、アプD.
レンティス・ジャッジの地位へエグゼクティブ・ボードにより

昇格される事を見越しての、どのような招待をも受け入れ

てはならない。

最初のスペシャリティー・ジャッジは、トレイニーとして受E.
け入れられた１年後に開催される ボード・オブ・ディレCFA
クターの会議で、アプレンティスの地位に昇格する資格が

出来る（例えば、 年の６月に受け入れられた場合、2000
年の６月の昇格の資格が得られる）。トレイニーは必2001

要とされるブリード ディビジョン・カラークラス評価のトレー/
ニングを完了するのに２年の期間が与えられる。医療上の

理由や酌量されるべき状況に対して、エグゼクティブ・ボー

ドにより延長が承諾される場合もある。２年以内にカラーク

ラスを完了しなかったトレイニーは２年の期間の後にジャッ

ジング・プログラムに再申請出来る。２番目のスペシャリテ

ィー・トレイニーは適切なトレーニング・プログラムに移行す

ることが出来る。

第６章
アプレンティス・ジャッジ

ジャッジング・プログラム・コミッティーの満足がいくようA.
に上記の必要事項を満たしたトレイニーの名前は、アプレ

ンティス・ジャッジの地位に昇格する可能性ありとしてエグ

ゼクティブ・ボードに提示される。

ジャッジング・プログラム・コミッティーとエグゼクティブ・B.
ボードによる、全ての必要とされる書類、関連資料、その

他の入手可能なそのトレイニーに関する直接的な情報の

審議の後、エグゼクティブ・ボードは記名投票を行う。出席

メンバーの 以上の賛成票が、アプレンティスの地位へ2/3
の昇格に必要とされる。

クラブは、そのアプレンティス・ジャッジが認可されたいC.
ずれのブリードまたはカラーを審査するためにでも、アプレ

ンティス・ジャッジを、招聘してもよい。

アプレンティス・ジャッジはジャッジのための ショーD. CFA
ルールにおいて規定された全てのルールと規約を遵守す

る。

アプレンティス・ジャッジはアプレンティス・ジャッジのたE.
めのショー・ルールにおいて規定された料金を請求する。

ジャジがあるカテゴリーにおいてはアプレンティスの地位

に、もう一つのカテゴリーにおいてはより上の地位にある

場合は、そのジャッジはアプレンティスの地位として審査す

るショーの部分に対してはアプレンティスの料金を請求す

る、より高い地位として審査したそのショーでの部分に付

いては、通常のその地位での料金を加えて請求する。さら

に、そのジャッジを雇い入れたクラブにより、交通、宿泊、

食事、税金、チップのための費用の払い戻しを受ける。

アプレンティス・ジャッジによりアプレンティスの地位のF.
間にサインされた全ての契約は、ショーの日付時のそのジ

ャッジの地位に関わらず、アプレンティスの地位において、

アプレンティス・ジャッジとして適応出来る料金で支払われ

なければならない。

このプログラム中の手順や、ショールールやスタンダーG.
ドの説明に関して疑問を持つアプレンティス・ジャッジは、

ショーで審査しようとする前に、ジャッジング・プログラム・

コミッティーに意見を聞くよう、強く勧められる。ショー時の

諮問は許されない。
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第７章
アプレンティスとアプルーバル・ペンディング・
ジャッジの昇格のための必要条件と手続き。

以下の条件は他のどのような要素が審議される以前にA.
昇格のための必要条項として満たされなければならない。

このプログラムのどのような段階をも、どのような場合にお

いても、省略されることはない。

それぞれの昇格の審議に対し、インターナショナル・ディ1.
ビジョンまたは日本に住んでいるジャッジは除いて、最低

でも２つのショーはそのジャッジの住んでいるリジョンの外

か、そのジャッジの住んでいるところから マイル以上500
離れたところで審査がなされたものでなければならない。

インターナショナル・ディビジョンにおいては、そのジャッジ

が住んでいる国の外での２つのショーが、アプレンティスと

アプルーバル・ペンディングのカテゴリーにいる全てのジャ

ッジにおいて、それぞれの昇格資格のために必要とされ、

日本においては、そのジャッジが住んでいる所から、少な

くとも２４０キロメーター離れたところでの、２つのショーが、

エグゼクティブ・ボードによる昇格のための審議資格を得

る以前に、アプレンティスとアプルーバル・ペンディングの

カテゴリーにいる全てのジャッジに必要とされる。ジャッジ

はそれらのショーをとり行うクラブの現メンバーであっては

ならない。

いずれの特定な昇格に対しても、必要事項は ヶ月以2. 48
内に完了されなけばならない。これらの必要事項を満たし

てないアプレンティス・ジャッジは、ジャッジング・プログラ

ムから除外され；アプルーバル・ペンディング・スペシャリテ

ィー・ジャッジはアプレンティス・スペシャリティーの地位に

降格される。この要求項目はアプルーバル・ペンディング・

オールブリードジャッジには適応されない。

アプレンティス・スペシャリティー・ジャッジはアプルーバB.
ル・ペンディング・スペシャリティージャッジの地位への昇

格のための審議資格が出来る前に、最少８回の完全なチ

ャンピオンシップ・ショーで満足のいくように審査せねばな

らず、そのうちの２回はリジョンの外か、自分が住んでいる

ところから５００マイル以上離れたところでのショーでなけ

ればならない。８回の必要とされる評価を満たすために、

そのジャッジはそのジャッジが会員資格を保持しているク

ラブのショーで役職に就いている場合もあるが；しかし、そ

のようなクラブからの２つを越える評価表はこの要求項目

を満たすために用いられることはない。

アプルーバル・ペンディング・スペシャリティー・ジャッジC.
は、アプルーブド・スペシャリティー・ジャッジの地位への昇

格のための審議資格が出来る前に、最少８回の完全なチ

ャンピオンシップ・ショーで満足のいくように審査せねばな

らず、そのうちの２回はリジョンの外か、自分が住んでいる

ところから マイル以上離れたところでのショーでなけ500
ればならない。８回の必要とされる評価を満たすために、

そのジャッジはそのジャッジが会員資格を保持しているク

ラブのショーで役職に就いている場合もあるが；しかし、そ

のようなクラブからの２つを越える評価表はこの要求項目

を満たすために用いられることはない。

１つのスペシャリティーでアプルーブドで２番めのスペシD.
ャリティーでアプルーバル・ペンディングのどのジャッジも、

アプルーバル・ペンディング・オールブリード・ジャッジ（アプ

ルーブド・エニー・スペシャリティー）の地位への昇格のた

めの審議資格が出来る前に、最少 回のチャンピオンシ12
ップ・ショーで満足のいくように審査をしなければならない、

そのうちの２つはリジョンの外か、自分が住んでいるところ

から マイル以上離れたところでのショーでなければな500
らない。 回の必要とされる評価を満たすために、そのジ12
ャッジはそのジャッジが会員資格を保持しているクラブの

ショーで役職に就いている場合もあるが；しかし、そのよう

なクラブからの２つを越える評価表はこの要求項目を満た

すために用いられることはない。

アプルーバル・ペンディング・オールブリード・ジャッジは、E.
アプルーブド・オールブリード・ジャッジの地位への昇格の

ための審議資格が出来る前に、最少 回のチャンピオン12
シップ・ショーで満足のいくように審査をしなければならな

い、そのうちの２つはリジョンの外か、自分が住んでいると

ころから マイル以上離れたところでのショーでなけれ500
ばならない。三回の審議の後、アプルーブドの地位へ昇格

しなかったアプルーバル・ペンディング・オールブリード・ジ

ャッジは、アプルーバル・ペンディング・オールブリードの地

位から排除され、アプルーブド・エニー・スペシャリティージ

ャッジと称される。ジャッジはそのショーを主催した２つのク

ラブだけの、現メンバーであってもよい。（ 年 月５1996 10
日以前のジャッジング・プログラムにいる全てのジャッジは、

年 月のルールの元に、規制条項免除される。し1994 10
かし、レポートが承諾された場合にのみである。）

アプレンティスまたは、アプルーバル・ペンディング・ジャF.
ッジにより審査されるそれぞれのショーのために、ジャッジ

ング・プログラムから供給されるエバリュエーション・フォー

ムは、大多数のショー・コミッティーにより完成され、サイン

され、ジャッジング・プログラム・コミッティーにそのショーの

開催日より 日以内に送られなければならない。30

必要事項を完成させた上での昇格は、エグゼクティブ・G.
ボードの記名投票によりなされる。ジャッジング・プログラ

ム・コミッティーと、エグゼクティブ・ボードによる、エバリュ

エーション・フォーム、審査作業のレポート、ジャッジング・

プログラム・コミッティーとエグゼクティブ・ボードが入手可

能なその他の直接関係のあるの情報の審議の後、エグゼ

クティブ・ボード参加メンバーの 以上の賛成票が昇格2/3
のために必要とされる。

アプレンティスとアプルーバル・ペンディング・ジャッジ、H.
トレイニーは、ハウス・フォールド・ペットを含み、どのような

ショーでにおいてでも審査する場合には、ジャッジング・プ

ログラム・コミッティーに、そのジャッジが受け入れられた

審査のどれを受け持つかを、そのショーの初日の最少でも

日前に届け出なければならない、それはエバリュエー30
ション・フォームが契約クラブに時間的にうまく送られるた
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めである。このような事前届け出がジャッジング・プログラ

ム・コミッティーに規定時間内に送られないどのショーでの

仕事に対しても、クレジットは与えられない、そのジャッジ

が急な代理として働いた場合のショーは例外とされる。こ

の場合は、ジャッジング・プログラム・コミッティーには、契

約書にサインされたとき通知される。

この章に含まれる昇格の全ての必要事項は絶対に縮小I.
出来ない最少のものであって、これらを満たす事が昇格の

ための審査を保証するものではない。ジャッジング・プログ

ラムにいる誰もが、ジャッジング・プログラム・コミッティー

の意見のもとに、それが有益と思われたとき、ジャッジン

グ・プログラム・コミッティーにより、さらなるショーをこなす

事が要求される場合もある。

第８章
ライセンシング 認可制について）(

アプルーブド・ジャッジは１年ごとにライセンシングされA.
る。それぞれの名前がライセンシングの前の再審査のた

めにエグゼクティブ・ボード以前に提出される。

アプルーバル・ペンディング・ジャッジは１年毎にライセB.
ンシングされる。それぞれの名前がライセンシングの前の

再審査のためにエグゼクティブ・ボード以前に提

出される。

アプルーバル・ペンディングまたはアプルーブド・ジャッC.
ジの地位への昇格は、そのライセンシング任期の残りの

期間の間、その地位に自動的に就くことでなされ

る。

ヶ月以上活動していないアプルーブド・ジャッジはジD. 12
ャッジング・プログラム・コミッティーから、その個人のその

地位における追加的トレーニングを受けるための許可を

請求できる。アドバンスド・リフレッシャー・コースはジャッジ

ング・プログラム・コミッティーにより指名されたアプルーブ

ド・オールブリード・ジャッジの監督 下で、より高度なカラ

ークラスとブリード ディビジョンの仕事を行う事を含んでい/
る。書面での報告が、ジャッジング・プログラム・コミッティ

ーに、監督ジャッジにより提出される。

アプルーブドまたはアプルーバル・ペンディング・ジャッE.
ジに再ライセンス取得をさせない事には、エグゼクティブ・

ボードの前に、 憲章の第１３章に明記されているようCFA
に、通知と聴聞会が必要である。

アプレンティスまたは、アプルーバル・ペンディングのカF.
テゴリーで５票か

それ以下の投票しか受け取れなかったどのジャッジも、書

面で助言を受け、その特定の理由が考慮のために述べら

れる。

ジャッジは ヶ月の期間の間に、リーブ・オブ・アブセG. 24
ンス除いて、少なくとも５回のショーで審査を行わなければ

ならない。そうしなければ、そのジャッジはジャッジング・プ

ログラムから除外されるだろう。

さらに、 ジャッジズ・ワークショップまたはブリード・アCFA
ウエアニス・アンド・オリエンテーション・スクールに少なくと

も７年毎に参加する事が、再ライセンス取得のための必要

事項である。

アプレンティス・ジャッジはエグゼクティブ・ボードによりH.
ライセンスが授与され、見習い中の地位となる。

トレイニーはライセンスを持たず、ジャッジング・プログラI.
ムにエグゼクティブ・ボードにより、見習い中の地位に留め

置かれる。

トレイニーとアプレンティス・ジャッジは、見習い中の地J.
位にあるので、ジャッジング・プログラムから、随時、現存

する規則や制限、または将来適応されるであろうルール

への違反に対して、通知や聴聞会がないままに、ジャッジ

ング・プログラムから除外される。彼らは、さらに、エグゼク

ティブ・ボードの意見において、このようなトレイニーやアプ

レンティス・ジャッジが、充分なハンドリングの能力、メカニ

クス、ブリードやスタンダードの充分な知識を持たない；ま

たは自分の知識をショーのリングで実際の練習へと応用

することが出来ない；または、自分が全ての状況において、

ショーリングの滞りのない、威厳のあるコントロールのため

に必要となる、無形の資質を持っていない；または、短く言

うならば、必要な知識、能力、 の信望や公におけるCFA
印象に寄与するために必要となる資質が示されないと、明

らかになった場合、ジャッジング・プログラムから除外され

るであろう。エグゼクティブ・ボード参加者の 以上の投2/3
票が、トレイニーやアプレンティス・ジャッジがジャッジング・

プログラムからの除外のために必要とされる。

ジャッジング・プログラムから除外されたトレイニー、まK.
たは再ライセンス取得出来なかったことで、ジャジ名簿か

ら除外されたジャッジは、２年の経緯の後、再申請出来る。

再申請したジャッジは再ライセンス取得出来なかった時に

持っていた地位の１つ下の地位に置かれるよう考慮される。

ジャッジング・プログラムに参入するためのそれぞれのL.
アプリカント、それぞれのトレイニー、 ジャッジ名簿のCFA
それぞれのメンバーは、 のジャッジとして、このプロCFA
グラムの下に参加し、昇格し、または役目を果たすことを

許可されるための審査の前に、以下の宣言文にサインし

なければならない：

私は、疑問の余地のない道徳的な性格を持ち、感銘を”
与える信任状を持つアプリカントのみが のジャッジンCFA
グ・プログラムへの参入のために審査されることを、理解し

ております。私は将来の昇格のための審議についてももち

ろんのこと、この最初の申請に関しても、ジャッジング・プ

ログラム・コミッティー、 ・ボード・オブ・ディレクター、CFA
または によりなされた、どのような勧告や決定にも従CFA
い、それを受け入れることに同意します。全ての決定は、

現在の、そして将来の ショールールと ジャッジCFA CFA
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ング・プログラム・ルールに従って、義務とし、決定的なも

”のとします。

エグゼクティブ・ボードは、ジャッジング・プログラム・コM.
ミッティーの勧告や、適切な書面により提供されたジャッジ

の要請に際し、１年を越えない期間、リーブ・オブ・アブセン

スをジャッジやトレイニーに承諾する事が出来る。そのジャ

ッジまたはトレイニーは、その者がリーブ・オブ・アブセンス

に置かれた時の同じ地位で、ジャッジング・プログラムに参

加を開始する許可が与えられるだろう。

第９章
インターナショナル・ディビジョン

インターナショナル・ディビジョン・ジャッジング・プログラA.
ムへの申請のための必要事項

この章はどちらのスペシャリティーにも現在いない最初

のアプリカントのためのものである。ひとたびジャッジとし

て資格を認められた場合、そのようなアプリカントはインタ

ーナショナル・ディビジョンの地域においてのみ、ショーで

審査すること、と制限される。（第２章、ジャッジング・プログ

ラムへの最初の申請、 とその他の国際的団体からFIFe
本式の ジャッジング・プログラムへの参入を望むジャCFA
ッジのための必要項目を参照）

または独立した団体のいずれかに登録1. FIFe, GCCF
されたキャッテリーでの７年間の継続した繁殖経験、キ

CFAャッテリーは少なくともその７年のうち、４年間は

に登録されていなければならない。キャッテリー登録の

コピーが提供されなければならない。

のサーティファイドクラークとしての資格（メカニ2. CFA
クスのために重要）

グランドチャンピオンを１頭繁殖していること。3. CFA

相当するスペシャリティーのための、 ジャッジン4. CFA
グ・ブリード・アウエアニス・アンド・オリエンテーション・

スクールに評価トレーニングの最初の１年のうちに参加

すること。

トレイニーとしての申請。ロングヘアートレイニーは合5.
衆国で訓点することが勧められる。ショートヘアー・トレ

イニーは合衆国で訓練する事が要求される。トレイニー

は続いた週末に訓練する事がゆるされる。

アプレンティスへの昇格の後、アプルーバル・ペンデ6.
ィングへ昇格するために、２頭目の グランドチャンCFA
ピオンを繁殖しなければならない（評価の必要とされる

回数に加えて）。

アプルーブドに昇格するために、評価の必要回数に7.
加え、３頭目の グランド・チャンピオンをブリードしCFA
なければならない。

他の国際団体から来るジャッジは他の団体の中での8.
個々人の基盤にもとづいて考慮され、その団体でのシ

ョー歴、繁殖歴は要求項目へ算入される。しかし、以下

は他の団体での活動に関わらず、必須事項である。

のサーティファイド・クラークとしての資格a. CFA

相当する、１つのスペシャリティー／両スペシャリティb.
ーのための、 ジャッジング・ブリード・アウエアニスCFA
アンド・オリエンテーション・スクールへの参加

最少６回の のショーを、良い評価でゲスト・ジャッCFA
ジとして審査した他の団体のジャッジに対して、例外措

置が ボード・オブ・ディレクターズにおいてなされCFA
るだろう。 ・アプルーブド・インターナショナル・ジャCFA
ッジへと昇格した後、 ・ボード・オブ・ディレクターCFA
ズの認可でジャッジング・プログラム・コミッティーによる

決定がなされたカテゴリーへ、そのジャジは正規の

ジャッジング・プログラムへの申請をすることが出CFA
来る。

ジャッジの招聘B.

ジャッジング・コントラクトが、ジャッジと主催クラ1. CFA
ブにより仕上げられ、全ての認定された非 ショー-CFA
と、全てのインターナショナル・ディビジョン、 加入CFA
クラブにおいて用いられる。非 団体のショーのショ-CFA
ー・ルールとブリード・スタンダードに、ゲスト・ジャッジと

して公式に認定された ジャッジは従う。CFA

外国の猫団体に加入しているクラブからの招聘は、2.
ジャッジング・プログラム・コミッティー エグゼCFA /CFA

クティブ・ボードの認定を得るために提出され、アプル

ーブド・オールブリード、アプルーバル・ペンディング・オ

ールブリード、または、アプルーブド・スペシャリティー・

ジャッジによるもののみ、考慮される。ジャッジは、その

ジャッジがアプルーブドであるスペシャリティーでのみ

審査することが出来る。注意：そのような割り当ては昇

,格のための必要条項に算入されない（第７章、昇格

項目参照）。A.2
インターナショナル・ディビジョンの クラブからのCFA
招聘はアプルーブド・オールブリード、アプルーバル・ペ

ンディング・オールブリード、またはアプルーブド・スペシ

ャリティージャッジにより考慮されてもよい。ジャッジは

そのジャッジがアプルーブドであるスペシャリティー（複

数可）でのみ審査することが出来る。

資格があると認められた国際的な猫団体に対して、ゲ

スト・ジャッジにと招聘されたジャッジは、契約書にサイ

ンする前に、許可を要求し、 ジャッジング・プログCFA
ラム・コミッティーから許可を受けなければならない。こ

のような許可は半径 マイル（または、同等なキロメ500
ーターで）以内で予定された のショーがない、またCFA
は、ヨーロッパの１つの国の中で、その時に、許可が認

められたショーない、という条件でなされる。認可が認

められた、ライセンスのある ショーは、その認可がCFA
無効にされることはない。
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注意：インターナショナル・ディビジョンに居住する全て

のジャッジは（その地位に関係なく）前述のショーで審

査する資格がある。

ジャッジが、外国とされたところのショーを、 クラ3. CFA
ブまたは非 加入クラブに対して受け入れるためのCFA
認可は、航空券か、そのようなチケットの支払いをジャ

ッジがそのショーに先立って受け取ることが条件である。

もし、支払いが小切手でなされた場合、その小切手が

そのジャッジの銀行で取り扱われことを調べるのは、ジ

ャッジの責任でる。 はジャッジの不当な小切手やCFA
航空券の不払いにたいする払い戻しの責任はとらない。

インターナショナル・ディビジョンの クラブは、必4. CFA
要とされるなら、それぞれのジャッジに対し、週末のショ

ーに続く期間の、ホテルの便宜を提供しなければならな

い。ジャッジがショー・ホテルに宿泊せず、契約が交わ

されたショーの間に、他の所へ旅行する場合は、クラブ

により払い戻される理にかなった食事代と、ショー・ホテ

ルの費用以上のものが、ジャッジにより請求されること

はない。

非 でのゲスト・ジャッジの招聘に対しては、その5. CFA
受諾前に、ジャッジにより、ジャッジング・プログラム・コ

ミッティーによる許可の請求がされなばならない。その

ような請求はインターナショナル日本ゲスト・ジャッジン/
グ任命者の責任で、指名された人物を通してなされる。

第１０章
全てのトレイニーとジャッジの行為

全てのトレイニーとジャッジは、どの地位であろうが、いA.
つも自分自身や、自分の団体、自分のジャッジ仲間、猫愛

好家たち対し誇りを持つよう、自分自身を律っさなければ

ならない。

ジャッジは、他のジャッジ、観客、ショー・コミッティー、シB.
ョー・セクレタリー、その他の人々や、または の活動CFA
に関連した組織に対し、礼儀正しくすることが望まれる。

このプログラムにいる個人はそれぞれ、その個人の貢C.
献を求めようとする問い合わせに対し、迅速に返事するこ

とが望まれる。

このプログラムに、どのような立場であろうと、関係してD.
いる個人は、それぞれが、いつもプロフェッショナルで、威

厳ある態度で、審査リングの中でも外でも、自分自身を律

さねばならず、自分が、 の使節としての立場で、貢献CFA
していると言うことを心に留め、この組織への誇りを持つよ

う努めなければならない。
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